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　ICSUでは、冷戦下の1957-58年に実施された国際地球観測年（IGY）以来、Full and Open Accessの理念の

もとに、研究データの長期保全と公開態勢の構築を進めており、自然科学系から社会科学系分野を含む研究

データを扱うデータセンター等の国際組織であるWorld Data System (WDS) を2008年に設置してい

る。WDSはデータセンター等のメンバーによって構成されており、現在約90メンバーを数えるが（日本は３

機関が加入済）、メンバーの主体は欧米に偏在しており、アジア・太平洋地区の、特に東南アジアは完全な空

白地帯となっている。しかし近年この地域は、環境問題や経済活動における重要性が著しく増しているのにも

関わらず、データの保全や公開態勢の構築が遅れている。そこで、日本、中国、インド、オーストラリアにお

けるWDSメンバーとWDSの活動計画に賛同するデータセンター等との連携により、WDSを軸としたアジ

ア・太平洋地区におけるデータ関連機関のネットワークを構築することを目的とした表記の会議を、2017年

9月26-27日に京都市京都大学で開催することとなった。ICSUや日本学術会議が進めている地球規模の持続可

能性を実現するための研究活動であるFuture Earth*では、特に東南アジア地区におけるデータの保全・公開態

勢の構築が重要課題となっており、本研究会を開催する国際的意義は大きい。
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